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【参考資料 No.１】

狛江市防災会議委員名簿

（令和３年４月 30 日現在）

区分 氏名 職名等

会長 松原 俊雄 狛江市長

委員 竹田 正彦 国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所長

〃 林 博志 東京都建設局北多摩南部建設事務所長

〃 田原 なるみ 東京都福祉保健局多摩府中保健所長

〃 大友 和仁 東京都水道局多摩給水管理事務所長

〃 佐々木 祐二 警視庁調布警察署長

〃 吉田 英生 東京消防庁狛江消防署長

〃 冨永 松弘 狛江市消防団長

〃 白土 修久 日本郵便株式会社狛江郵便局長

〃 吉田 匡 東日本電信電話株式会社東京事業部東京南支店長

〃 鳥越 千尋 東京電力パワーグリッド株式会社武蔵野支社長

〃 岡村 優子 東京ガス株式会社西部導管事業部長

〃 酒井田 希喜 小田急電鉄株式会社成城学園前管区長

〃 髙木 七生 狛江市防災会長

〃 清水 豊子 狛江市赤十字奉仕団 委員長

〃 大矢 美枝子 狛江女性防火の会 会長

〃 重川 希志依 常葉大学 大学院 環境防災研究科 教授

〃 原 章彦 狛江市医師会 公衆衛生担当理事（防災担当）

〃 古谷 弘文 小田急バス株式会社狛江営業所長

〃 中村 安芸 陸上自衛隊 練馬駐屯地 第一後方支援連隊 第一整備大隊長

〃 塩谷 達昭 狛江市歯科医師会長

〃 伊東 伸夫 狛江市薬剤師副会長

〃 髙木 光 狛江市社会福祉協議会長

〃 市川 衛 狛江市民生委員児童委員協議会 代表会長

〃 田中 映子 人権擁護委員

〃 秋元 雄介 園児交通安全防犯連絡会

〃 松﨑 陵 狛江市立学校 PTA 連合会長

〃 峰 隆志 東京慈恵会医科大学附属第三病院 事務部長

〃 平林 浩一 狛江市副市長

〃 柏原 聖子 狛江市教育委員会 教育長
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【参考資料 No.２】

地下施設及び要配慮者利用施設の名称及び所在地

（令和３年４月現在）

区分 施設名 住所
浸水想定区域

多摩川 野川

地
下

施
設

１ 狛江駅北口地下駐車場 元和泉一丁目２番１号 ◯ -

２ エコルマ１ビル 元和泉一丁目２番１号 ◯ -

幼
児
関
係

１ 狛江市私立狛江こだま幼稚園 中和泉三丁目 14 番 8 号 ◯ -

２ 狛江市私立狛江みずほ幼稚園 岩戸南四丁目 14 番１号 ◯ ◯

３ 狛江市私立子鹿幼稚園 東野川三丁目 17 番１号 - ◯

乳
児
関
係

１ 家庭福祉員（保育ママ）亀山陽子 東和泉三丁目３番 12 号 ◯ -

２ 家庭福祉員（保育ママ）中村みつ江 岩戸南三丁目６番 11 号 ◯ ◯

３ 家庭福祉員（保育ママ）白川佳子 駒井町三丁目 32 番 17 号 ◯ ◯

４ 家庭福祉員（保育ママ）柳沢芳子 東和泉一丁目 26 番 19 号 ◯ ◯

５ 狛江市私立いずみの森保育園 元和泉一丁目 10 番 10 号 ◯ -

６ 狛江市私立いずみ保育園 岩戸北一丁目１番 12 号 ◯ ◯

７ 狛江市私立ぎんきょう保育園 東和泉一丁目 34 番 25 号 ◯ -

８ 狛江市私立グローバルキッズ狛江園 中和泉三丁目 19 番 14 号 ◯ -

９ 狛江市私立ベネッセ狛江南保育園 岩戸北三丁目 23 番８号 ◯ ◯

10 狛江市私立めぐみの森保育園 中和泉三丁目 12 番６号 ◯ -

11 狛江市私立駒井町みんなの家 駒井町三丁目 36 番１号 ◯ ◯

12 狛江市私立狛江ちとせ保育園 東和泉一丁目 35 番 10 号 ◯ -

13 狛江市私立狛江子どもの家 和泉本町一丁目 36 番４号 ◯ -

14 狛江市私立狛江保育園 西野川四丁目 12 番１号 - ◯

15 狛江市私立多摩川保育園 西和泉一丁目５番１号 ◯ -

16 狛江市私立虹のひかり保育園 東和泉一丁目 32 番 18 号 ◯ -

17 狛江市私立木下の保育園 元和泉 元和泉一丁目 19 番４号 ◯ -

18 狛江市立駒井保育園 駒井町二丁目 28 番６号 ◯ ◯

19 狛江市立三島保育園 東野川一丁目 32 番２号 - ◯

20 狛江市立駄倉保育園 岩戸北三丁目 20 番２号 ◯ ◯

21 ヤクルト狛江あいあい保育園 東和泉一丁目３番 15 号 ◯ ◯

22 フレンドキッズランドこまえ 岩戸南四丁目 22 番７号 ◯ ◯

23 一の橋赤ちゃんの家 駒井町一丁目 15 番 32 号 〇 〇

24 狛江すずらん保育園 岩戸北三丁目 14 番 23 号 ◯ -
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区分 施設名 住所
浸水想定区域

多摩川 野川

乳
児
関
係

25 一の橋こどもの家 岩戸南一丁目３番 12 号 ◯ -

26 木下の保育園 狛江 元和泉一丁目１番２号 ◯ -

27 木下の保育園 和泉多摩川 東和泉四丁目２番３号 ◯ -

28 パイオニアキッズ西野川園 西野川二丁目４番 15 号 - ◯

障
が
い
者
関
係

１ ＡＣＣたまがわ 中和泉三丁目 21 番３号 ◯ -

２
ＡＴＬＩＦＥ調布・狛江

ＡＴＬＩＦＥ狛江Ⅰ
駒井町一丁目 35 番 11 号 ◯ ◯

３
ＡＴＬＩＦＥ調布・狛江

ＡＴＬＩＦＥ狛江Ⅱ
東和泉三丁目４番４号 ◯ -

４ アムール山下 東野川一丁目 10 番７号 - ◯

５ グループホームミライエ狛江 岩戸北三丁目 16 番２号 ◯ ◯

６ グループホームれもん 中和泉二丁目 20 番３号 ◯ -

７ グループホーム朋 岩戸南一丁目５番 10 号 ◯ -

８ ケアホームほっとわん 中和泉五丁目 19 番 17 号 ◯ -

９ 小規模多機能ホーム のどか狛江 猪方三丁目 10 番６号 ◯ -

10 パンダ 中和泉三丁目 24 番 28 号 ◯ -

11 ホームれもん 中和泉二丁目 20 番３号 ◯ -

12 ミライハウス 元和泉二丁目 16 番 11 号 ◯ -

13 ライフケアさんさん 元和泉一丁目 15 番 16 号 ◯ -

14 多摩地域生活支援センターいずみ寮 和泉本町一丁目 11 番１号 ◯ ◯

15 多摩地域生活支援センターこまえ寮 岩戸南三丁目 26 番 15 号 ◯ ◯

児
童
施
設

１ 西野川こどもクラブ 西野川二丁目４番 15 号 - ◯

２ 和泉児童館 中和泉三丁目 12 番６号 ◯ -

３ 岩戸児童センター 岩戸南三丁目 15 番１号 ◯ ◯

４ 北部児童館
和泉本町三丁目 31 番 19

号
- 〇

５ 駒井学童保育所 駒井町一丁目 21 番６号 ◯ -

６ 猪方学童保育所 猪方一丁目 11 番２号 ◯ ◯

７ 東野川学童保育所 東野川一丁目６番３号 - ◯

８ 第一小学校放課後クラブ
和泉本町一丁目 37 番１号

第一小学校内
〇 -

９ 第三小学校放課後クラブ
猪方一丁目 11 番１号

第三小学校内
〇 〇
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区分 施設名 住所
浸水想定区域

多摩川 野川

児
童
施
設

10 第五小学校放課後クラブ
東野川一丁目 36 番 13 号

第五小学校隣接
- 〇

11 第六小学校放課後クラブ
駒井町一丁目 21 番１号

第六小学校内
〇 -

12 和泉小学校放課後クラブ
中和泉三丁目 33 番１号

和泉小学校内
〇 -

13
駄倉小学生クラブ（岩戸児童センタ

ー分室）

東和泉一丁目３番 17 号

駄倉地区センター1 階
〇 〇

14 寺前小学生クラブ（和泉児童館分室） 元和泉一丁目 23 番３号 〇 -

高
齢
者
関
係

１ イリーゼ狛江・別邸 東野川一丁目 32 番５号 - ◯

２ グループホームのどか 猪方三丁目 10 番６号 ◯ -

３ こまえ苑 岩戸南四丁目 17 番 17 号 ◯ ◯

４ セニア狛江 岩戸南四丁目 15 番 11 号 ◯ ◯

５ そんぽの家狛江 西野川二丁目４番１号 - ◯

６ チャーム狛江 西野川一丁目 14 番７号 - ◯

７ ニチイケアセンターいずみこまえ 中和泉一丁目 20 番３号 ◯ -

８ メディカルホームグランダ狛江参番館 西野川二丁目 33 番 21 号 - ◯

９ リハビリホームグランダ狛江弐番館 和泉本町一丁目４番２号 ◯ ◯

10 狛江共生の家・多麻 駒井町一丁目１番２号 ◯ -

11 有料老人ホームサニーライフ狛江 猪方三丁目 36 番５号 ◯ -

学
校
関
係

１ 狛江市立狛江第一小学校 和泉本町一丁目 37 番１号 ◯ -

２ 狛江市立狛江第一中学校 和泉本町二丁目 15 番１号 - ◯

３ 狛江市立狛江第五小学校 東野川一丁目 35 番 13 号 - ◯

４ 狛江市立狛江第三小学校 猪方一丁目 11 番１号 ◯ ◯

５ 狛江市立狛江第三中学校 元和泉一丁目 23 番１号 ◯ -

６ 狛江市立狛江第二中学校 猪方二丁目７番１号 ◯ -

７ 狛江市立狛江第六小学校 駒井町一丁目 21 番１号 ◯ -

８ 狛江市立和泉小学校 中和泉三丁目 33 番１号 ◯ -

９ 都立狛江高等学校 元和泉三丁目９番１号 ◯ -

医
療

関
係

１ 保坂産婦人科クリニック 東和泉一丁目 21 番３号 ◯ -
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【参考資料 No.３】

災害救助法施行細則（昭和 38 年規則第 136 号）抜粋

救助の程度及び方法 救助の期間

救助の種類 救助の対象及び方法 費用の種類及び限度額等

避難
所及
び応
急仮
設住
宅の
供与

避難所 一 避難所は、災害により現に被害
を受け、又は受けるおそれのある
者に供与するものとする。

二 避難所は、学校、公民館等既存
建物の利用を原則とするが、これ
らの適当な建物を利用すること
が困難なときは野外に仮設小屋
を設置し、又は天幕を設営して実
施するものとする。

一 避難所設置のため支出できる費
用は、避難所の設置、維持及び管
理のための賃金職員等雇上費、消
耗器材費、建物の使用謝金、器物
の使用謝金、借上費又は購入費、
光熱水費及び仮設便所等の設置費
とし一人一日当たり三百十円とす
る。

二 高齢者、障害者等(以下「高齢者
等」という。)であつて避難所での
生活において特別な配慮を必要と
するものに供与する福祉避難所を
設置した場合、特別な配慮のため
に必要な当該地域における通常の
実費を加算することができる。

三 災害の発生日が冬季(十月から
三月まで)である場合は、燃料費と
して別に定める額を加算すること
ができる。

避難所を開設でき
る期間は、災害発生
の日から七日以内
とする。

応急仮
設住宅

応急仮設住宅は、住家が全壊し、全
焼し、又は流失し、居住する住家が
ない者であつて、自らの資力では住
家を得ることができないものに供
与するものとする。

一 応急仮設住宅の一戸当たりの規
模は、二十九・七平方メートルを
標準とし、その設置のため支出で
きる費用は、二百五十三万円以内
とする。

二 応急仮設住宅を同一敷地内又は
近接する地域内におおむね五十戸
以上設置した場合は、居住者の集
会等に利用するための施設を設置
できることとし、一施設当たりの
規模及びその設置のために支出で
きる費用は、前号の規定にかかわ
らず別に定めるところによる。

三 高齢者等であつて日常の生活上
特別な配慮を必要とする者数人以
上に供与し、老人居宅介護等事業
等を利用しやすい構造及び設備を
有する施設を、応急仮設住宅とし
て設置できるものとする。

四 応急仮設住宅の設置に代えて、
民間賃貸住宅の借上げを行うこと
ができるものとする。

一 応急仮設住宅
の設置について
は、災害発生の日
から二十日以内
に着工しなけれ
ばならない。

二 応急仮設住宅
を供与できる期
間は、完成の日か
ら建築基準法(昭
和二十五年法律
第二百一号)第八
十五条第三項又
は第四項に規定
する期限内とす
る。

炊き
出し
その
他に
よる
食品
の給
与及
び飲
料水
の供

炊き出
しその
他によ
る食品
の給与

一 炊き出しその他による食品の
給与は、避難所に避難している
者、住家に被害を受けて炊事ので
きない者及び住家に被害を受け
一時縁故地等へ避難する必要の
ある者に対して行うものとする。

二 炊き出しその他による食品の
給与は、被災者が直ちに食するこ
とができる現物により行うもの
とする。

炊き出しその他による食品の給与を
実施するため支出できる費用は、主
食、副食及び燃料等の経費として一
人一日当たり千四十円以内とする。

炊き出しその他に
よる食品の給与を
実施できる期間は、
災害発生の日から
七日以内とする。た
だし、被災者が一時
縁故地等へ避難す
る場合においては、
この期間内に三日
分以内を現物によ
り支給する。
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給 飲料水
の供給

飲料水の供給は、災害のため現に飲
料水を得ることができない者に対
して行うものとする。

飲料水の供給を実施するため支出で
きる費用は、水の購入費のほか、給
水又は浄水に必要な機械又は器具の
借上費、修繕費及び燃料費並びに薬
品費及び資材費とし、当該地域にお
ける通常の実費とする。

飲料水の供給を実
施できる期間は、災
害発生の日から七
日以内とする。

被服、寝具そ
の他生活必需
品の給与又は
貸与

一 被服、寝具その他生活必需品の
給与又は貸与は、住家の全壊、全
焼、流出、半壊、半焼又は床上浸
水(土砂の堆積等により一時的に
居住することができない状態と
なつたものを含む。)、船舶の遭
難等により、生活上必要な被服、
寝具その他日用品等を喪失し、又
はき損し、直ちに日常生活を営む
ことが困難な者に対して行うも
のとする。

二 被服、寝具その他生活必需品の
給与又は貸与は、被害の実情に応
じ、次に掲げる品目の範囲内にお
いて現物をもつて行うものとす
る。
(一) 被服、寝具及び身の回り品
(二) 日用品 (三) 炊事用具
及び食器 (四) 光熱材料

被服、寝具その他生活必需品の給与
又は貸与のため支出できる費用は、
季別及び世帯区分により一世帯当た
り一又は二の表に掲げる額の範囲内
とする。この場合において季別は、
災害発生の日をもつて決定する。
一 住家の全壊、全焼又は流失に
より被害を受けた世帯

被服、寝具その他生
活必需品の給与又
は貸与を実施でき
る期間は、災害発生
の日から十日以内
とする。

季別

世帯区分

夏季(四
月から九
月まで)

冬季(十月
から翌年三
月まで)

一人世帯 一七、八
〇〇円

二九、四〇〇
円

二人世帯 二二、九
〇〇円

三八、一〇〇
円

三人世帯 三三、七
〇〇円

五三、一〇〇
円

四人世帯 四〇、四
〇〇円

六二、一〇〇
円

五人世帯 五一、二
〇〇円

七八、一〇〇
円

六人以上
の世帯

五一、二
〇〇円に
世帯人員
が六人以
上一人を
増すごと
に七、五
〇〇円を
加算した
額

七八、一〇
〇円に世帯
人員が六人
以上一人を
増すごとに
一〇、七〇
〇円を加算
した額

二 住家の半壊、半焼又は床上浸
水(土砂の堆積等により一時的
に居住することができない状態
となつたものを含む。)により被
害を受けた世帯

季別

世帯区分

夏季(四
月から九
月まで)

冬季(十月
から翌年三
月まで)

一人世帯 五、八〇
〇円

九、四〇〇円

二人世帯 七、八〇
〇円

一二、三〇〇
円

三人世帯 一一、七
〇〇円

一七、四〇〇
円

四人世帯 一四、二
〇〇円

二〇、六〇〇
円

五人世帯 一八、〇
〇〇円

二六、一〇〇
円
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六人以上
の世帯

一八、〇
〇〇円に
世帯人員
が六人以
上一人を
増すごと
に二、五
〇〇円を
加算した
額

二六、一〇
〇円に世帯
人員が六人
以上一人を
増すごとに
三、四〇〇
円を加算し
た額

医療
及び
助産

医療 一 医療は、災害のため医療の途を
失つた者に対して、応急的に処置
するものとする。

二 医療は救護班によつて行うも
のとする。ただし、急迫した事情
があり、やむを得ない場合におい
ては、病院又は診療所(あん摩マ
ツサージ指圧師、はり師、きゆう
師等に関する法律(昭和二十二年
法律第二百十七号)に規定するあ
ん摩マツサージ指圧師、はり師、
きゆう師又は柔道整復師法(昭和
四十五年法律第十九号)に規定す
る柔道整復師(以下「施術者」と
いう。)を含む。)において医療(施
術者が行うことのできる範囲の
施術を含む。)を行うことのでき
るものとする。

三 医療は、次の範囲内において行
うものとする。
(一) 診療 (二) 薬剤又は治
療材料の支給 (三) 処置、手術
その他の治療及び施術 (四)
病院又は診療所への収容 (五)
看護

医療のため支出できる費用は、救護
班による場合は使用した薬剤、治療
材料及び破損した医療器具の修繕等
の実費とし、病院又は診療所による
場合は国民健康保険の診療報酬の額
以内とし、施術者による場合は協定
料金の額以内とする。

医療を実施できる
期間は、災害の発生
の日から十四日以
内とする。

助産 一 助産は、災害発生の日以前又は
以後の七日以内に分べんした者
であつて、災害のため助産の途を
失つたものに対して行うものと
する。

二 助産は次の範囲内において行
うものとする。
(一) 分べんの介助 (二) 分
べん前及び分べん後の処置
(三) 脱脂綿、ガーゼその他の衛
生材料の支給

助産のため支出できる費用は、救護
班等による場合は使用した衛生材料
等の実費とし、助産師による場合は
慣行料金の八割以内の額とする。

助産を実施できる
期間は、分べんした
日から七日以内と
する。

被災者の救出 災害のため現に生命若しくは身体
が危険な状態にある者又は生死不
明の状態にある者に対して捜索又
は救出を行うものとする。

被災者の救出のため支出できる費用
は、舟艇その他救出のための機械、
器具等の借上費又は購入費、修繕費、
燃料費等とし、当該地域における通
常の実費とする。

被災者の救出期間
は、災害発生の日か
ら三日以内とする。

被災した住宅
の応急修理

住宅の応急修理は、次の各号のいず
れかに該当する者に対して行うも
のとする。
一 災害のため住家が半壊し、又は
半焼し、自らの資力では応急修理
することができない者

二 大規模な補修を行わなければ
居住することが困難である程度
に住家が半壊した者(前号に該当
する者を除く。)

居室、炊事場及び便所等日常生活に
必要最小限度の部分に対し、現物を
もつて行うものとし、その修理のた
め支出できる費用は、一世帯当たり
五十四万七千円以内とする。

住宅の応急修理は、
災害発生の日から
一月以内に完了す
るものとする。
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【参考資料 No.４】

気象庁震度階級関連解説表

使用にあたっての留意事項

（１）気象庁が発表している震度は、原則として地表や低層建物の一階に設置した震度計による

観測値です。この資料は、ある震度が観測された場合、その周辺で実際にどのような現象や

被害が発生するかを示すもので、それぞれの震度に記述される現象から震度が決定されるも

のではありません。

（２）地震動は、地盤や地形に大きく影響されます。震度は震度計が置かれている地点での観測

値であり、同じ市町村であっても場所によって震度が異なることがあります。また、中高層

建物の上層階では一般に地表より揺れが強くなるなど、同じ建物の中でも、階や場所によっ

て揺れの強さが異なります。

（３）震度が同じであっても、地震動の振幅（揺れの大きさ）、周期（揺れが繰り返す時の１回

あたりの時間の長さ）及び継続時間などの違いや、対象となる建物や構造物の状態、地盤の

状況により被害は異なります。

（４）この資料では、ある震度が観測された際に発生する被害の中で、比較的多く見られるもの

を記述しており、これより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もあり

ます。また、それぞれの震度階級で示されている全ての現象が発生するわけではありません。

（５）この資料は、主に近年発生した被害地震の事例から作成したものです。今後、５年程度で

定期的に内容を点検し、新たな事例が得られたり、建物・構造物の耐震性の向上等によって

実状と合わなくなった場合には変更します。

（６）この資料では、被害などの量を概数で表せない場合に、一応の目安として、次の副詞・形

容詞を用いています。

※ 気象庁では、アンケート調査などにより得られた震度を公表することがありますが、

これらは「震度○相当」と表現して、震度計の観測から得られる震度と区別しています。

用 語 意 味

まれに

わずか

大半

ほとんど

極めて少ない。めったにない。

数量・程度が非常に少ない。ほんの少し。

半分以上。ほとんどよりは少ない。

全部ではないが、全部に近い。

が(も)ある、

が(も)いる

当該震度階級に特徴的に現れ始めることを表し、量的には多くはないが

その数量・程度の概数を表現できかねる場合に使用。

多くなる 量的に表現できかねるが、下位の階級より多くなることを表す。

さらに多くなる。
上記の「多くなる」と同じ意味。下位の階級で上記の「多くなる」が使

われている場合に使用。
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●人の体感・行動、屋内の状況、屋外の状況

震度

階級
人の体感・行動 屋内の状況 屋外の状況

０
人は揺れを感じないが、地震

計には記録される。
― ―

１

屋内で静かにしている人の

中には、揺れをわずかに感じ

る人がいる。

― ―

２

屋内で静かにしている人の

大半が、揺れを感じる。眠っ

ている人の中には、目を覚ま

す人もいる。

電灯などのつり下げ物が、わずか

に揺れる。
―

３

屋内にいる人のほとんどが、

揺れを感じる。歩いている人

の中には、揺れを感じる人も

いる。眠っている人の大半

が、目を覚ます。

棚にある食器類が音を立てること

がある。
電線が少し揺れる。

４

ほとんどの人が驚く。歩いて

いる人のほとんどが、揺れを

感じる。眠っている人のほと

んどが、目を覚ます。

電灯などのつり下げ物は大きく揺

れ、棚にある食器類は音を立てる。

座りの悪い置物が倒れることがあ

る。

電線が大きく揺れる。自動車を運転して

いて、揺れに気づく人がいる。

５弱
大半の人が恐怖を覚え、物に

つかまりたいと感じる。

電灯などのつり下げ物は激しく揺

れ、棚にある食器類、書棚の本が

落ちることがある。座りの悪い置

物の大半が倒れる。固定していな

い家具が移動することがあり、不

安定なものは倒れることがある。

まれに窓ガラスが割れて落ちることがあ

る。電柱が揺れるのがわかる。道路に被

害が生じることがある。

５強

大半の人が物につかまらな

いと歩くことが難しいなど、

行動に支障を感じる。

棚にある食器類や書棚の本で、落

ちるものが多くなる。テレビが台

から落ちることがある。固定して

いない家具が倒れることがある。

窓ガラスが割れて落ちることがある。補

強されていないブロック塀が崩れること

がある。据付けが不十分な自動販売機が

倒れることがある。自動車の運転が困難

となり、停止する車もある。

６弱
立っていることが困難にな

る。

固定していない家具の大半が移動

し、倒れるものもある。ドアが開

かなくなることがある。

壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する

ことがある。

６強

立っていることができず、は

わないと動くことができな

い。

揺れにほんろうされ、動くこ

ともできず、飛ばされること

もある。

固定していない家具のほとんどが

移動し、倒れるものが多くなる。

壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する

建物が多くなる。補強されていないブロ

ック塀のほとんどが崩れる。

７

固定していない家具のほとんどが

移動したり倒れたりし、飛ぶこと

がある。

壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する

建物がさらに多くなる。補強されている

ブロック塀も破損するものがある。
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●木造建物（住宅）の状況

(注１) 木造建物（住宅）の耐震性により２つに区分けした。耐震性は、建築年代の新しいものほど高い傾向があり、

概ね昭和56年（1981年）以前は耐震性が低く、昭和57年(1982年)以降には耐震性が高い傾向がある。しかし、構法

の違いや壁の配置などにより耐震性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐震性の高低が決まる

ものではない。既存建築物の耐震性は、耐震診断により把握することができる。

(注２) この表における木造の壁のひび割れ、亀裂、倒壊は、土壁（割り竹下地）、モルタル仕上壁（ラス、金網下地を

含む。）を想定している。下地の弱い壁は、建物の変形が少ない状況でも、モルタル等が剥離し、落下しやすくなる。

(注３) 木造建物の被害は、地震の際の地震動の周期や継続時間によって異なる。平成20年（2008年）岩手・宮城内陸

地震のように、震度に比べ建物被害が少ない事例もある。

●鉄筋コンクリート造建物の状況

震度

階級

木 造 建 物 （ 住 宅 ）

耐震性が高い 耐震性が低い

５弱 ―
壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられることがあ

る。

５強 ― 壁などにひび割れ・亀裂がみられることがある。

６弱
壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられることがあ

る。

壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入ることがある

瓦が落下したり、建物が傾いたりすることがある。倒

れるものもある。

６強 壁などにひび割れ・亀裂がみられることがある。

壁などに大きなひび割れ・亀裂が入るものが多くな

る。

傾くものや、倒れるものが多くなる。

７
壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。

まれに傾くことがある。
傾くものや、倒れるものがさらに多くなる。

震度

階級

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 建 物

耐震性が高い 耐震性が低い

５強 ―
壁、梁(はり)、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が入

ることがある。

６弱
壁、梁(はり)、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が入

ることがある。

壁、梁(はり)、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が多

くなる。

６強
壁、梁(はり)、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が多

くなる。

壁、梁(はり)、柱などの部材に、斜めやＸ状のひび割

れ・亀裂がみられることがある。

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものがある。

７

壁、梁(はり)、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂がさ

らに多くなる。

１階あるいは中間階が変形し、まれに傾くものがあ

る。

壁、梁(はり)、柱などの部材に、斜めやＸ状のひび割

れ・亀裂が多くなる。

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものが多くな

る。

(注１) 鉄筋コンクリート造建物では、建築年代の新しいものほど耐震性が高い傾向があり、概ね昭和56年（1981年）

以前は耐震性が低く、昭和57年(1982年)以降には耐震性が高い傾向がある。しかし、構造形式や平面的、立面的な

耐震壁の配置により耐震性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐震性の高低が決まるものでは

ない。既存建築物の耐震性は、耐震診断により把握することができる。

(注２) 鉄筋コンクリート造建物は、建物の主体構造に影響を受けていない場合でも、軽微なひび割れがみられること

がある。
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●地盤・斜面等の状況

(※１) 亀裂は、地割れと同じ現象であるが、ここでは規模の小さい地割れを亀裂として表記している。

(※２) 地下水位が高い、ゆるい砂地盤では、液状化が発生することがある。液状化が進行すると、地面からの泥水の

噴出や地盤沈下が起こり、堤防や岸壁が壊れる、下水道やマンホールが浮き上がる、建物の土台が傾いたり壊れた

りするなどの被害が発生することがある。

(※３) 大規模な地すべりや山体の崩壊等が発生した場合、地形等によっては天然ダムが形成されることがある。また、

大量の崩壊土砂が土石流化することもある。

●ライフライン・インフラ等への影響

※ 震度６強程度以上の揺れとなる地震があった場合には、広い地域で、ガス、水道、電気の供給が停止することがあ

る。

●大規模構造物への影響

※ 規模の大きな地震が発生した場合、長周期の地震波が発生し、電源から離れた遠方まで到達して、平野部では地盤

の固有周期に応じて長周期の地震波が増幅され、継続時間も長くなることがある。

震度

階級
地 盤 の 状 況 斜面等の状況

５弱
亀裂(※１)や液状化(※２)が生じることがある。 落石やがけ崩れが発生することがある。

５強

６弱 地割れが生じることがある。 がけ崩れや地すべりが発生することがある。

６強
大きな地割れが生じることがある。

がけ崩れが多発し、大規模な地すべりや山体の崩壊が

発生することがある(※３)。７

ガス供給の停止

安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５弱程度以上の揺れで遮断装置が作

動し、ガスの供給を停止する。

さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給が止まることがある。※

断水、停電の発生 震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生することがある。※

鉄道の停止、高速道

路の規制等

震度４程度以上の揺れがあった場合には、鉄道、高速道路などで、安全確認のため、運転見合わ

せ、速度規制、通行規制が、各事業者の判断によって行われる。（安全確認のための基準は、事

業者や地域によって異なる。）

電話等通信の障害

地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域において、電話・インターネット等による

安否確認、見舞い、問合せが増加し、電話等がつながりにくい状況（ふくそう）が起こることが

ある。

そのための対策として、震度６弱程度以上の揺れがあった地震などの災害の発生時に、通信事業

者により災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板などの提供が行われる。

エレベーターの停

止

地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の揺れがあった場合、安全のため自動停

止する。運転再開には、安全確認などのため、時間がかかることがある。

長周期地震動※に

よる超高層ビルの

揺れ

超高層ビルは固有周期が長いため、固有周期が短い一般の鉄筋コンクリート造建物に比べて地震

時に作用する力が相対的に小さくなる性質を持っている。しかし、長周期地震動に対しては、ゆ

っくりとした揺れが長く続き、揺れが大きい場合には、固定の弱いＯＡ機器などが大きく移動し、

人も固定しているものにつかまらないと、同じ場所にいられない状況となる可能性がある。

石油タンクのスロ

ッシング

長周期地震動により石油タンクのスロッシング（タンク内容液の液面が大きく揺れる現象）が発

生し、石油がタンクから溢れ出たり、火災などが発生したりすることがある。

大規模空間を有す

る施設の天井等の

破損、脱落

体育館、屋内プールなど大規模空間を有する施設では、建物の柱、壁など構造自体に大きな被害

を生じない程度の地震動でも、天井等が大きく揺れたりして、破損、脱落することがある。
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【参考資料 No.５】

狛江市災害対策備蓄倉庫

（令和３年３月現在）

No 場所・名称 住 所

１ 狛江第一小学校 狛江市和泉本町１－37－１

２ 狛江第三小学校 狛江市猪方１－11－１

３ 狛江第五小学校 狛江市東野川１－35－13

４ 狛江第六小学校 狛江市駒井町１－21－１

５ 狛江和泉小学校 狛江市中和泉３－33－１

６ 狛江緑野小学校 狛江市和泉本町４－３－１

７ 狛江第一中学校 狛江市和泉本町２－15－１

８ 狛江第二中学校 狛江市猪方２－７－１

９ 狛江第三中学校 狛江市元和泉１－23－１

10 狛江第四中学校 狛江市東野川４－１－１

11 西和泉体育施設 狛江市西和泉１－16－１

12 都営アパート 狛江市和泉本町４－７－39 先

13 前原公園内 狛江市西野川３－11

14 小田急線高架下倉庫 狛江市和泉本町１－２

15 水防倉庫 狛江市東和泉４－10－６

16 防災センター 狛江市和泉本町１－１－５

17
東京慈恵会医科大学附属

第三病院
狛江市和泉本町４－11－１

18 清水川公園 狛江市東和泉２－９

19 上和泉地域センター 狛江市和泉本町４－７－51
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資

料
N
o
.６

】

主
要
災

害
対
策

用
備
蓄

品
一
覧

表

（
令

和
３

年
３

月
11

日
現

在
）

※
訓

練
等

で
使
用
す
る
た
め
、
備
蓄
品
の
保
管
場
所
や

保
管

数
量
は

常
に
変

動
し
て

い
ま
す

。

項
目
品

名
合

計
第
一
小

第
三
小

第
五
小

第
六
小

和
泉
小

緑
野
小

第
一
中

第
二
中

第
三
中

第
四
中

西
和
泉
体
育
館

上
和
泉
地
域

セ
ン
タ
ー

狛
江
高
校

都
営
住
宅

前
原
公
園

高
架
下

水
防
倉
庫

防
災
セ
ン

タ
ー

第
一
中
校
舎
内

西
和
泉
校
舎

他
保
管
場
所

サ
バ
イ
バ
ル
フ
ー
ズ

1
2
,7
2
0

9
6
0

9
6
0

9
6
0

9
6
0

9
6
0

1
,2
0
0

1
,3
2
0

9
6
0

9
6
0

9
6
0

9
6
0

0
0

1
2
0

0
1
,4
4
0

0
0

0
0

0

ア
ル
フ
ァ
化
米

4
6
,9
0
0

3
,4
5
0

3
,1
5
0

3
,2
5
0

2
,5
0
0

3
,4
0
0

2
,7
0
0

5
,5
0
0

2
,9
5
0

2
,9
5
0

3
,4
0
0

3
,2
5
0

9
0
0

0
2
,6
5
0

0
3
,1
5
0

0
0

0
0

3
,7
0
0

お
粥

7
,7
0
0

7
5
0

6
5
0

5
5
0

6
0
0

7
5
0

4
5
0

4
0
0

6
0
0

6
0
0

6
5
0

5
5
0

1
0
0

0
1
0
0

0
3
5
0

0
0

0
0

6
0
0

救
助
用
ク
ラ
ッ
カ
ー
等

1
7
,6
5
2

1
,9
0
8

6
7
8

2
,0
8
8

7
4
8

2
,5
7
8

4
9
0

2
,5
0
8

1
,0
9
8

1
,2
3
8

1
,2
3
8

9
1
0

3
5
0

4
9
0

3
5
0

0
9
8
0

0
0

0
0

0

飲
料
水
用
ポ
リ
タ
ン
ク

4
9
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

2
0

0
1
0

0
3
4
2

8
0

0
0

0

飲
料
水
用
水
袋

1
0
,9
0
0

1
0
0

0
1
0
0

5
0

1
5
0

1
0
0

1
5
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0

1
0
0

0
0

1
0
0

0
1
0
0

0
5
0
0
0

0
0

4
6
0
0

浄
水
機

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
0

1
0

0
0

浄
水
機
（
M
iz
u
-
Q
5
0
0
、
8
0
0
）

3
1

2
2

2
2

2
2

2
2

1
1

2
1

0
0

0
1
0

0
0

0
0

0

給
水
タ
ン
ク
　
　
１
ｔ

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

4
0

0
0

0
0

飲
料
水
用
組
立
槽
　
2
.2
ｔ

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

給
水
栓
一
式

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
1

応
急
給
水
セ
ッ
ト
（
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
）

1
4

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
0

0
0

1
0

1
0

0
0

1

仮
設
ト
イ
レ
（
貯
留
式
）

8
4

1
2

1
2

3
2

2
4

4
1

2
2

0
1
3

2
3

0
1

3
0

3
6

仮
設
ト
イ
レ
（
マ
ン
ホ
ー
ル
式
）

7
5

6
0

5
3

5
6

6
6

8
6

5
0

0
0

1
0

4
0

1
0

0
4

臨
時
使
用
袋

1
1
,7
0
0

9
2
5

9
2
5

9
2
5

9
2
5

9
2
5

9
2
5

9
2
5

9
2
5

9
2
5

9
2
5

9
2
5

4
0
0

0
2
0
0

0
9
2
5

0
0

0
0

0

毛
布

8
,3
6
3

1
4
0

3
9
0

3
7
0

2
5
0

2
5
0

3
0
0

2
1
0

4
8
0

2
0
0

1
1
0

1
7
0

1
6
0

0
2
1
0

0
1
,1
8
3

1
9
0

9
2
0

0
1
,1
9
0

1
,6
4
0

ご
ざ

3
1
5

2
0

4
0

2
0

4
0

2
0

2
0

0
4
1

2
0

2
0

3
5

0
0

2
0

3
7

0
0

0
0

0

災
害
救
助
用
カ
ー
ペ
ッ
ト

6
7
5

4
5

7
5

4
5

7
5

0
6
0

0
0

6
0

4
5

6
0

0
0

3
0

0
6
0

1
2
0

0
0

0
0

ア
ル
ミ
マ
ッ
ト

2
,9
9
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
2

0
0

0
1
,3
8
0

0
1
,6
0
0

0

サ
バ
イ
バ
ル
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

4
,0
0
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

0
2
5
0

0
2
5
0

2
5
0

2
5
0

0
0

0

ロ
ー
ソ
ク

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー

1
1
,6
0
0

6
0
0

1
,3
0
0

7
0
0

1
,3
0
0

9
0
0

8
0
0

9
0
0

1
,1
0
0

1
,0
0
0

6
0
0

1
,0
0
0

2
0
0

0
2
0
0

0
1
,0
0
0

0
0

0
0

0

肌
着

9
0
0

0
4
8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
2
0

0
0

0
0

0

紙
お
む
つ
幼
児
用

1
7
,5
0
7

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

0
0

0
0

4
,0
3
8

0
5
,2
1
9

0
0

0

紙
お
む
つ
成
人
用

3
,4
2
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

0
0

0
0

1
,2
2
6

0
5
4
4

0
0

0

粉
ミ
ル
ク

7
1

4
4

4
4

3
4

4
4

4
4

4
0

0
0

0
1
4

0
0

0
0

1
4

哺
乳
び
ん

1
5
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
3

1
2

1
3

1
3

1
2

1
3

1
2

0
0

0
0

1
3

0
0

0
0

3

飲
料
水
（
1
.5
㍑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

3
6
2

1
7

2
1

1
7

1
8

2
5

2
2

1
9

1
9

1
8

1
8

2
0

8
0

8
0

4
0

1
6

0
0

1
1
2

紙
コ
ッ
プ
（
１
束
3
0
個
）

4
9
,5
3
6

1
,1
5
2

1
,1
5
2

1
,1
5
2

1
,1
5
2

1
,1
5
2

1
,1
5
2

1
,1
5
2

1
,1
5
2

1
,1
5
2

1
,1
5
2

1
,1
5
2

0
0

0
0

8
,0
6
4

0
2
8
,8
0
0

0
0

0

割
り
箸
（
1
袋
1
0
0
膳
入
）

6
,0
0
0

4
2
0

6
3
0

3
3
0

6
3
0

5
4
0

5
4
0

4
8
0

6
0
0

4
8
0

3
3
0

4
8
0

0
0

0
0

5
4
0

0
0

0
0

0

紙
皿
（
平
皿
）

6
,0
0
0

4
0
0

6
0
0

4
0
0

6
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

6
0
0

5
0
0

4
0
0

5
0
0

0
0

0
0

5
0
0

0
0

0
0

0

ス
チ
ロ
ー
ル
製
丼

6
,0
0
0

4
2
0

6
3
0

3
3
0

6
3
0

5
4
0

5
4
0

4
8
0

6
0
0

4
8
0

3
3
0

4
8
0

0
0

0
0

5
4
0

0
0

0
0

0

ス
プ
ー
ン

3
,0
0
0

2
0
0

3
0
0

2
0
0

3
0
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

3
0
0

2
5
0

2
0
0

2
5
0

0
0

0
0

2
5
0

0
0

0
0

0

フ
ォ
ー
ク

3
,0
0
0

2
0
0

3
0
0

2
0
0

3
0
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

3
0
0

2
5
0

2
0
0

2
5
0

0
0

0
0

2
5
0

0
0

0
0

0

ラ
ッ
プ

3
,0
0
0

2
0
0

3
0
0

2
0
0

3
0
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

3
0
0

2
5
0

2
0
0

2
5
0

0
0

0
0

2
5
0

0
0

0
0

0

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

1
,2
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

エ
ア
ー
マ
ッ
ト

7
,1
5
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

4
0
0

3
0
0

3
0
0

2
5
0

6
0
0

3
0
0

2
0
0

2
5
0

1
0
0

0
2
0
0

0
3
0
0

0
2
,3
0
0

0
0

7
5
0

食 料 品 ト イ レ 生 活 関 連飲 料 水 関 連
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※
訓

練
等

で
使
用
す
る
た
め
、
備
蓄
品
の
保
管
場
所
や

保
管

数
量
は

常
に
変

動
し
て

い
ま
す

。

項
目
品

名
合

計
第
一
小

第
三
小

第
五
小

第
六
小

和
泉
小

緑
野
小

第
一
中

第
二
中

第
三
中

第
四
中

西
和
泉
体
育
館

上
和
泉
地
域

セ
ン
タ
ー

狛
江
高
校

都
営
住
宅

前
原
公
園

高
架
下

水
防
倉
庫

防
災
セ
ン

タ
ー

第
一
中
校
舎
内

西
和
泉
校
舎

他
保
管
場
所

防
水
シ
ー
ト

5
7
6

4
3

5
6

3
1

5
0

4
7

4
1

4
2

4
7

4
9

3
2

5
1

0
0

1
1

1
1

5
5

1
0

0
0

0
0

テ
ン
ト

3
7

2
2

2
2

2
1

3
2

2
2

2
1

0
0

0
3

2
3

6
0

0

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
メ
ガ
ホ
ン

2
8

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
1

0
1

0
4

0
0

0
0

0

炊
き
出
し
釜

2
2

1
1

1
1

2
1

1
2

1
1

1
1

0
0

0
0

0
8

0
0

0

炭
6
ｋ
ｇ

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

固
形
燃
料

1
,1
3
0

8
4

1
3
2

7
2

1
3
0

1
0
8

9
6

9
6

1
2
0

9
6

7
6

0
0

0
2
4

0
9
6

0
0

0
0

0

コ
ー
ド
リ
ー
ル

5
2

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

0
1

0
1
1

1
3

0
0

0

バ
ケ
ツ

4
5

3
4

3
4

5
3

3
4

4
3

3
0

0
1

0
1

4
0

0
0

0

コ
ン
パ
ネ

1
4

6
0

2
0

0
0

2
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ス
コ
ッ
プ

4
6
1

2
3

3
3

2
3

3
2
7

2
5

2
5

3
1

0
1
8

2
8

0
0

1
2

1
3

2
9

1
7
1

0
0

0
0

番
線

6
5
5

0
2
0
0

0
0

0
0

1
2
0
1

1
2
0
1

5
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

発
電
機

7
5

3
4

3
3

3
3

4
3

3
3

3
3

0
4

1
9

4
1
4

0
0

5

投
光
器
一
式

5
1

3
3

3
4

2
3

3
3

3
4

3
1

0
2

1
5

2
2

0
0

4

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶

2
6

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
0

0
2

0
2

0
0

0
0

0

灯
油
用
ポ
リ
タ
ン
ク

2
9

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
0

0
2

0
5

0
0

0
0

0

防
災
タ
ン
ク
、
消
火
バ
ケ
ツ

1
8
8

0
0

0
0

0
0

0
8

0
0

0
0

0
0

0
1
8
0

0
0

0
0

0

一
輪
車

3
2

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

0
1

0
2

1
7

0
0

0
0

バ
リ
ケ
ー
ト

3
7

2
3

2
3

3
3

3
3

3
2

3
0

0
0

0
7

0
0

0
0

0

か
け
や

1
5
0

8
1
3

6
3

6
9

1
3

1
1

0
6

7
0

0
2

7
2
1

3
8

0
0

0
0

つ
る
は
し

1
0
2

8
1
0

1
0

1
0

1
0

4
8

9
0

5
1
0

0
0

2
2

4
1
0

0
0

0
0

バ
ー
ル

1
6
8

1
0

1
8

1
2

1
8

1
8

1
0

1
8

1
2

0
6

1
2

0
0

2
2

6
2
4

0
0

0
0

大
ハ
ン
マ
ー

7
1

4
8

3
4

6
4

3
6

0
4

4
0

0
1

1
8

1
5

0
0

0
0

軍
手

3
,1
5
4

1
0
0

1
9
2

1
2
0

1
9
2

1
2
0

2
4
0

2
4
0

1
2
0

1
2
0

1
2
0

1
5
0

2
4
0

0
0

0
1
,2
0
0

0
0

0
0

0

ト
ラ
ロ
ー
プ

7
1

5
8

4
8

5
4

4
6

4
4

6
0

0
4

0
9

0
0

0
0

0

携
帯
用
照
明
器
具

4
7
8

3
3

4
4

3
1

4
1

3
9

3
7

4
0

4
1

4
0

3
2

3
9

1
9

0
1
1

1
2
4

0
0

0
0

6

乾
電
池
単
一
型
　

1
,7
7
8

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

9
0

1
3
6

1
3
6

1
3
6

0
1
4
0

0
1
0
0

0
0

0
0

0

乾
電
池
単
二
型

1
,0
7
6

7
0

7
0

7
0

1
0
0

7
0

7
0

7
0

1
0
0

1
0
0

7
0

6
6

6
0

0
6
0

0
1
0
0

0
0

0
0

0

乾
電
池
単
三
型
　

1
,0
3
2

1
1
0

1
1
0

9
2

1
3
0

8
8

3
4

3
0

1
3
0

1
2
8

3
0

3
0

3
0

0
3
0

0
6
0

0
0

0
0

0

乾
電
池
単
四
型
　

1
,6
9
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
1
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
3
0

1
1
0

0
1
1
0

0
6
0

0
0

0
0

0

リ
ヤ
カ
ー

1
9

1
1

1
1

1
1

2
1

1
1

1
1

1
1

0
2

0
0

0
0

2

ジ
ャ
ッ
キ

1
5

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
0

0
1

1
2

0
0

0
0

0

救
助
資
器
材

2
0

3
1

1
1

2
1

1
1

2
1

2
1

0
1

0
1

0
1

0
0

0

単
管
パ
イ
ル

1
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0
0

0
0

月
の
輪
工
法
機
材

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

S
P
パ
イ
ル

1
,1
1
5

2
0

0
0

0
0

0
0

1
0
0

0
0

0
0

0
0

0
8
7
5

4
0

0
8
0

0
0

Ｔ
型
マ
ッ
ト

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

0
0

土
の
う
袋

1
3
,6
0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
,0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
8
,8
0
0

0
2
,8
0
0

0
0

0

可
搬
ポ
ン
プ

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
1

0
0

0
0

排
水
ポ
ン
プ

3
0

0
0

0
1

0
0
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【参考資料 No.７】

第１号様式（第４条関係）

(申請日) 　　　　年　　月　　日

　　　狛江市長　宛て

記

　　　 年　　 月　 　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による

住所

現在の連絡先 電話番号 （　　　）

氏名
フリガナ

罹災者との関係 □本人　□親族　□その他（　　　）

住所

氏名
フリガナ

世帯主

所在地

□住家　□非住家　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□持家　□借家（所有者住所　　　　　　　　　氏名　　　　　）　□貸家

※太枠内を記入してください。

※本人が確認できる書類を提示又は添付してください。

続柄氏名続柄氏名

　狛江市罹災証明書等交付事務取扱要綱第４条第１項の規定により，必要な書類を添えて下記の
とおり申請します。

     罹災証明書交付申請書

調査済証番号

罹災原因

必要枚数

氏名 続柄

申請者

罹災者
（申請者と同じ
場合は不要）

罹災世帯の
構成員

（貸家の場合は
不要）

罹災場所等
（アパート等の
名称及び室番号
も記入してくだ

さい。）
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【参考資料 No.８】

令和元年作成狛江市防災ガイドより
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【参考資料 No.9】 

 

 

令和２年７月作成 
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【参考資料 No.10】 

 

 

令和２年７月作成 



 

 

 

水防工法の種類                         【参考資料 No.11】 
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